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概要 （600 字～800 字程度にまとめてください。） 

近年、胎児期―新生児期に特異的な細胞群が産生され、特別な働きを担っていることがわかってきた。こ

れらの細胞は、総称して“Neonatal T 細胞”と呼ばれ、歴史的には「未成熟で機能的に欠陥のある細胞」と認

識されてきた細胞群である。しかし近年の報告から、Neonatal T 細胞は単なる成人期 T 細胞の未成熟版で

はなく「特有の機能を有する細胞群である」ことが明らかとなってきた。さらには、γδT細胞、Natural killer 
(NK)T 細胞、Mucosal associated invariant T (MAIT)細胞の特定のサブセットも胎児期―新生児期特異的に

産生され、主に胸腺内で分化した後に、皮膚や肺、肝臓などの末梢組織に特異的に遊走され常在すること

で、生体の恒常性維持や各種免疫応答を担っていると考えられるが、その分化や機能の詳細はよくわかっ

ていない。新生児期は、体内の免疫システムがまだ未熟な状態であり、そのような特殊な環境のなかで働

く“Neonatal T 細胞”は、特有の性質を獲得することで生体の恒常性維持や感染防御に働いていると考えら

れる。また Neonatal T 細胞は、成人期に至るまで生体内に維持されることで、生体の恒常性維持に重要な

働きをしていると考えられるが、その実態は全くの未知である。そこで本研究では、Neonatal T 細胞を同

定するシステムを構築し、その機能解析を進めることを目的とした。第一に、Neonatal T 細胞を特異的に

ラベルするシステムの構築を行なった。タモキシフェンを妊娠期の遺伝子改変マウスに投与することで

Neonatal T 細胞を恒久的に tdTomato 陽性にラベルする Fate-mappingm マウスの構築に成功した。このシ

ステムでラベルされた tdTomato 陽性の Neonatal T 細胞は、末梢組織に少なくとも１８週目まで維持され

ることを確認した。さらに、８週齢の Fate-mappingm マウスから tdTomato 陽性 Neonatal T 細胞を回収し、

シングルセル RNA-sequence 解析、並びにシングルセル TCR-sequence 解析を行なったところ、成人期に

発生・分化した T 細胞とは異なる、Neonatal T 細胞に特徴的な複数のサブセットを同定することに成功し

た。現在、これらの Neonatal T 細胞サブセットの機能や分化機構を明らかにする研究が進行中である。 
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